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後期人権集中月 私事ですが、冷蔵庫にある残った食品を「残

間のオープニング り物」と表現していましたが、あるとき、それ

セレモニーでは、 は「有り物」というのだと教わり

生徒会本部や各委員会からそれぞれの取組の紹 ました。「有り物」という言葉を

介がありました。生徒会本部では昨年度まで実 意識して使い出して以来、冷蔵庫

施していた「ふわふわ言葉の木」の内容を引き の中が、残飯から食材に変わった

継ぎ、「言霊の樹」を実施する旨の発表があり 気がします。言葉の力って偉大で
こと だま

ました。 すね。

言霊というと日本古来の言 蚕マラソンに続

霊信仰などを連想しますが、 き、１１月２８日

発した言葉にはそれを実現す の月曜日も、学校

る力があるという意味では、心理学者などもい 等への「爆破予告」が市役所に届き、生徒を１

ろいろな形で指摘しています。 ２時から１４時までの２時間にもわたり、体育

例えば、「あの人は○○だから…」「どうせ私 館に避難させました。集まった生徒に最初にこ

は△△だから…」というような思い込みを「ラ んな話をしました。

ベリング」といいます。 ・児童生徒の命・安全は、何ものにも変えられ

良いラベリングによって良い効果がもたらさ ない大切なものであること

れる現象があり、これをピグマリオン効果とい ・そんな皆さんを脅迫の道具に使うこ

います。逆をゴーレム効果といいます。これは とに、心底怒りが収まらないこと

アメリカのローゼンタールが唱えたものです。 ・こうした行為を許さない強い気持ちを持って

そしてこの効果は対人だけではなく、自分自 ほしい、また絶対にまねしないでほしいこと

身にも当てはまるようです。 ２時間の間、生徒たちは人権啓発ビデオ「め

だからこそ、自分のためにも他の人のために ぐみ」を見て、次に（確認用に）届いたばかり

も、プラス言葉を使いマイナス言葉（以前に３ の西翔祭のＤＶＤから学年合唱を視聴しました。

Ｄ言葉などとして紹介）を減らすことが大切に さらに１時間ほど、自学自習に取り組みました。

なります。 黙々と真剣に、時には教えあったりしながら、

つまり、良い言葉をたくさん使 実によく取り組みました。

う（耳にする）人は良い結果を得 最後に次のような話をしました。

やすく、悪い言葉を使う（聞く） ・生きていく上で自分の思いどおりにならない

人は悪い結果になりやすい、ということになり こともある。そうした状況の中で、文句を言

ます。 い他の人や周囲のせいにして過ごすことも出

西中では、お互いにふわふわ言葉を使い、認 来る。しかし今日の皆さんは、思い通りでは

め合い、励まし合うことを生徒会提唱で進めよ ない時間も自分自身のために役立てようと、

うとしています。すばらしい実践です。我々職 プラス思考で取り組んでいた。そ

員も、認め励ます言葉を意識したいと思います。 のことに感動した。こうした姿勢

お子さんと最も近い距離にある は西中生の誇りである。

保護者の方も、家庭生活で心温ま いやな出来事の中でしたが、西中生のすばら

る言葉を掛け合ってください。 しさをまた一つ発見出来た時間になりました。

昨日の校内マラソンでは、一人一人それぞれベストを尽くす姿が感動的でした。順位だけでなく、立ち

向かう姿勢そのものを褒めてあげてください。係の役員さん、応援の皆さんありがとうございました。
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